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１．研究計画の概要 

この研究は、義務教育と高等教育のレベ
ルで、学校別データまたは学生・生徒の個
票のようなミクロデータを用いて、教育政
策や教育効果を分析・評価すると同時に、
そのための計量的な分析手法を開発するこ
とを目的としている。 

義務教育レベルでは、学校選択制などの
教育改革政策の導入や、私立中学への補助
金、規制や協定が、児童・生徒の学力向上
につながったか、私立中学への進学率の変
化をもたらしたか、私立中学間、私立中学
と公立中学間の競争にどのような影響を与
えたか、これらの結果、教育の質は地価に
資本化されるかを検証する。 

高等教育レベルでは、入学時の成績が、
卒業時の成績に有意に影響を与えているか、
卒業次の成績で測られた大学教育の成果が、
卒業後の社会的ポジション等に有意に影響
を与えているか、を検証する。以上を通じ
て、政策評価や政策・教育効果を測定する
ための計量的手法を開発する。 
 
２．研究の進捗状況 
  義務教育レベルについては、東京都の市
区ごとの私立・国立中学進学率、および
情報開示請求によって得た 23 区の 2000
年以降の小学校別私立・国立中学進学率
を用い、学校選択制の導入が私立進学率
にどのような影響を与えたのか、学区の
社会経済的特徴、特に社会的な地位が高
い職業（管理的職業従事者や専門的・技
術的職業従事者）の就業者比率が高い地
区かどうかによって、学校選択制の導入

により、他学区の公立校を選択する確率
は異なるのか、より多くの生徒から選択
された公立校の試験成績は有意に高い
のか、について検証を行なった。また、
宅建協会の会員が評価した地価データ
を用いて、学校の質が地価に資本化され
ているのか、学校選択の結果資本化の程
度は異なったのかを検証した。さらに、
私立中学間でどのような競争が行われ
ているかを明らかにするため、東京都と
神奈川県の私立中学の初年度入学金や
入試日程データを用いて、似た学校間で
は初年度入学金は似たような額になり、
また入試日も集中する傾向にあるかを
検証した。さらに、学校選択制が導入さ
れると、初年度入学金がどう変化するか
も分析した。  

高等教育レベルでは、大阪府立大学お
よび筑波大学・大学院の個票データを用
いて、入学時の成績により卒業時の成績
を予測することができるか、どの入試科
目の成績の予測力が高いかを検証した。
また、入学後の特定の科目を受講してい
るかどうか、その単位を取得したかどう
かがその後の成績に与える影響につい
ても検証した。  

政策評価を行う上で、無作為割当にで
きるだけ近い状況のデータを用いるこ
とが必要である。「差の差」分析や非連
続回帰分析、およびこれらを組み合わせ
た方法が、疑似無作為割当での分析にな
り有効であることを示した。  
 
３．現在までの達成度 
  ②おおむね順調に進展している 
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 研究計画の概要に従い研究を進めており、
成果物も順調に発表している。 
 
４．今後の研究の推進方策 
  研究成果の多くはすでに投稿されている
が、未だ採択に至らない論文や投稿論文にま
で完成しきれていない研究もある。今後、そ
れらを改訂または完成させまとめ投稿・採択
を目指す。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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